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経営幹部、 役員候補、 コ ア人材による

生産現場の目で見る管理（生産ＶＭ） 

１ ． 概要
目で見る管理（狭義のＶＭ：注1）は、現場で発生する問題点、異常、ムダが一目でわかり 、不具合や悪い結

果が生じる前に改善を行うことができる予防的管理の手法であり、「５Ｓ」とともに、すべての管理活動のベー

スになっています。

目で見る管理により 生産現場の「見える化」を実現することができ、 問題点の早期解決や自立的に問題

解決を行う現場を実現することが可能となります。

注1 ：ＶＭ＝Visual Managementには広義のＶＭ(目で見る経営)と狭義のＶＭ(目で見る管理) があります。

２ ．ねらい
● 生産の進度状況（遅れ、進み）、材料・部品・仕掛品の在庫量の多寡、不良の発生状況、機械設備の稼
働・不稼働状況などの生産の状況を的確にしかもタイムリーに把握し、目で見てわかる、誰でも見てわ
かる管理体制を確立し ます。

● 問題点や異常があれば早め早めに管理サイクルを回して対策し、生産現場を正常な管理状態に維持
していく管理体制を確立します。

具体的な目的、 ねら いは以下のと おり です

直接的な目的 終局的なネラ イ

①生産の効率化と 原価低減

ｲ． 在庫削減と リ ード タ イ ム短縮

ﾛ． 稼働率、 作業能率の向上と 工数低減

ﾊ． 進度遅れ、 納期遅れの減少

ﾆ． 不良の減少

ﾎ． 原価の低減

②管理者、 監督者の管理業務の
簡素化と 容易化

③管理者、 監督者の能力向上

④生産管理のコ ンピュ ータ
システム構築の条件整備

①管理のレベルアッ プ

②自律神経が
はり めぐ ら さ れた
組織体質の確立

③明るく 、 風通し のよい
活性化さ れた
企業風土の確立



予
防
的
管
理

改
善
目
標
管
理

一般社団法人中部産業連盟

中産連

コ ンサルテーショ ン・ 企業内研修事例詳細

生産現場の目で見る管理（Ｖ Ｍ） 

３ ． 実施方法、 スケジュール

STEP１ 目的の明確化と 組織化

推進の目的、目標、対象、期間などを明確にし 、全社員に周知徹底し 、

推進組織化を図って推進し ます。

STEP2 管理のチェ ッ ク 項目の設定

どんなこ と を管理し なく てはなら ないかを下記の管理項目について設定し 、

チェッ ク リ スト を作成し ます

管理のチェ ッ ク 項目

工程管理・ 納期管理

品質管理

作業管理

現品管理

設備管理・ 治工具管理

STEP3 問題点と 改善点の把握

管理のチェッ ク 項目にし たがって、実施状況をチェッ ク リ スト でチェッ ク し 、

問題点と 改善点を明ら かにし ます。

STEP4 目で見る管理 (VM ) の実現方法の確立

問題点と 改善点について目で見る管理を実現する方法を確立し ます。

と を行ないます。

STEP5 目で見る管理 (VM ) の実施

決めたこ と を守り、管理サイクルを充分回して目で見る管理を実施し ます。

STEP１ フ ォ ローアッ プ

目で見る管理が完全に定着するまで、推進組織や管理者・ 監督者が定期的にチェッ ク、

フォ ローアップし ます。

道具立の設計 運用ルール・ シクミ 作り

実施期間は企業規模、管理の状態・ レベル、人員・ 工数などによって異なり ますが、
通常１ 年～３ 年ぐ ら いになり ます。
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